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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

「勝山で野菜を栽培してみたい」

　梨紗さんがトリノの大学へ留学中に知り合い
2009年にイタリアで結婚されたお二人は、昨
年7月に梨紗さんの希望で、実家のある若猪野
へ移住されました。
　ダヴィデさんは、もともと日本のマンガや武
道に大変興味があり、ご自身もイタリアで日本
の剣術の準講師を務めていたことから、日本へ
の移住もそれほど抵抗なく決められました。
　勝山の印象を伺うと「自然がとても豊かだし、
静かでとてもいいです。」と気に入られている
様子。いまは日本語の勉強や体のトレーニング
で日々を過ごされているそうで、時々家事のお
手伝いもされているとのこと。食事も豆腐と納
豆以外は何でも食べるそうで、時にイタリア料
理の腕をふるわれるそうです。

　とても仲の良さそうなお二人。現在娘さんが
お一人いらっしゃいます。
　ダヴィデさんは春になったら、イタリアの野
菜を栽培してみたいそうです。また、イタリア
ではバリスタ（コーヒーを淹れる専門家）をさ
れていたので、日本の陶器のカップでコーヒー
を提供するような、日本とイタリアを合わせた
活動もしてみたいそうです。

ダヴィデ・ドッタ さん（28）
牧　野　梨　紗 さん（29）

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

夫妻

イタリアから夫婦で勝山へ移住
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■
各
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催

　

各
地
区
が
身
の
回
り
の
道
具
を

使
っ
て
、干
支
や
世
相
を
表
現
し
、

粋
を
競
う
「
作
り
物
」
と
、
風
刺

の
効
い
た
川
柳
と
絵
で
楽
し
ま
せ

る
「
絵
行
燈
」
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
芳
野
区
の
作
品
が
勝
山
市
長
賞

に
選
ば
れ
、
Ｗ
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
22
日
に
行
な
わ
れ
た
子

ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

下
長
渕
区
が
堂
々
の
９
年
連
続
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

※ 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
は
前
ペ
ー
ジ

参
照

左
義
長
ま
つ
り
準
備
風
景

各コンクール勝山市長賞

作り物（芳野区）

子どもばやし（下長渕区）

絵行燈
（芳野区）

のぼり旗取付（北郷町）のぼり旗取付（北郷町）櫓の組立（上郡区）櫓の組立（上郡区）絵行燈の絵付（芳野区）絵行燈の絵付（芳野区）

ご神体設置（中後区）ご神体設置（中後区）
短冊の取付（本町通り）短冊の取付（本町通り）
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■
約
11
万
人
が
堪
能

　

２
月
21
日
・
22
日
に
奥
越
に
春

を
呼
ぶ
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
開
幕
を
告
げ
る
一
番
太

鼓
が
行
な
わ
れ
た
上
袋
田
区
櫓
に

は
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

21
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の

方
が
祭
り
を
見
に
訪
れ
ま
し
た
。

22
日
は
午
後
か
ら
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
合
計

で
約
11
万
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。

　

残
雪
の
山
々
を
背
景
に
色
鮮
や

か
な
短
冊
が
き
ら
め
き
、
春
の
訪

れ
を
待
ち
望
む
浮
か
れ
太
鼓
や
お

囃
子
を
、
多
く
の
来
訪
者
が
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

■
ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

ど
ん
ど
焼
き
は
、
点
火
直
前
に
雨

が
上
が
り
、
高
く
上
が
る
炎
が
夜

空
を
焦
が
し
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ

奥
越
に
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

春を呼ぶ　天下の奇祭

太鼓と笑顔と
炎の祭典

ま
つ
り

左
義
長

勝
山

上袋田区櫓（一番太鼓担当）上袋田区櫓（一番太鼓担当）

各コンクールの結果一覧
地区名 第62回作り物コンクール 第31回行燈コンクール 第45回子どもばやしコンクール

上 袋 田 区 勝山商工会議所会頭賞 勝山市議会議長賞 勝山市観光協会会長賞
中 後 区 勝山地区区長会長賞 奨励賞 福井テレビ賞
上 郡 区 奨励賞 勝山市観光協会会長賞 勝山地区区長会長賞
立 川 区 福井新聞社賞 奨励賞 勝山市子ども会育成会連絡協議会長賞
元町2丁目区 奨励賞 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 －
沢 区 奨励賞 勝山白絹番傘川柳会会長賞 勝山市議会議長賞
芳 野 区 勝山市長賞 勝山市長賞 勝山商工会議所会頭賞
富 田 区 勝山左義長まつり実行委員会委員長賞 奨励賞 －
下 長 渕 区 奨励賞 奨励賞 勝山市長賞
下 後 区 福井テレビ賞 奨励賞 勝山左義長ばやし保存会長賞
下 袋 田 区 奨励賞 中日新聞社賞 福井新聞社賞
上 長 渕 区 ― 奨励賞 －
上 後 区 ― 奨励賞 勝山青年会議所理事長賞
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左
義
長
ま
つ
り
点
描

春
を
呼
ぶ
炎

夜
空
を
焦
が
す
ど
ん
ど
焼
き
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絵
行
燈
名
だ
た
る
画
家
も
真
似
で
き
ぬ

松
永　

智
文

愛
知
県
清
須
市

円
安
が
仮
眠
さ
せ
て
る
パ
ス
ポ
ー
ト

谷
本　

光
行

福
井
県
坂
井
市

平
和
賞
少
女
の
勇
気
に
与
え
ら
れ

北
村　

純
一

神
奈
川
県
厚
木
市

来
る
度
に
勝
山
左
義
長
好
き
に
な
り

辻　
　

幸
子

福
井
県
鯖
江
市

恐
竜
と
夢
織
る
音
に
出
会
う
街

涌
井　

悦
子

新
潟
県
十
日
町
市

左
義
長
が
昔
を
拾
う
地
域
力

大
和
田
康
夫

福
井
県
敦
賀
市

こ
の
大
地
豊
か
な
未
来
え
種
を
蒔
く

中
村　

吉
範

福
井
県
鯖
江
市

ぼ
く
の
夢
宇
宙
へ
届
け
ど
ん
ど
焼
き

今
村　

久
栄

石
川
県
能
美
市

見
る
人
の
心
に
灯
る
絵
行
燈

中
川　
　

潔

福
井
県
福
井
市

我
が
国
を
遠
隔
操
作
し
て
る
国

梶　
　

政
幸

千
葉
県
長
生
郡

ど
ん
ど
焼
き
火
の
昂
り
に
雪
が
舞
う

光
畑　

勝
弘

岡
山
県
岡
山
市

バ
チ
腰
に
櫓
へ
向
う
祭
り
の
子

加
藤　

仁
美

神
奈
川
県
相
模
原
市

オ
ラ
が
町
地
方
創
生
祭
り
か
ら

中
静　

憲
夫

新
潟
県
長
岡
市

勝
山
で
古
代
と
出
会
う
化
石
掘
り

甚
田
あ
や
子

茨
城
県
牛
久
市

ひ
と
言
が
十
倍
に
な
る
妻
の
グ
チ

中
村　

和
雄

千
葉
県
市
川
市

の
ろ
し
だ
け
上
げ
て
打
つ
手
の
無
い
政
治

沢
登
清
一
郎

山
梨
県
笛
吹
市

こ
こ
に
住
む
我
が
ふ
る
さ
と
の
火
の
祭
り

小
堀
小
次
郎

福
井
県
敦
賀
市

絵
行
灯
守
る
伝
統
心
意
気

梅
山
す
み
江

神
奈
川
県
川
崎
市

Ｌ
Ｅ
Ｄ
日
本
の
未
来
を
照
ら
し
て
る

榊
原　

和
行

愛
知
県
犬
山
市

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
負
け
て
い
ま
せ
ん
こ
の
奇
祭

山
野　

大
輔

大
阪
府
堺
市

左
義
長
が
帰
っ
て
お
い
で
と
子
等
を
呼
ぶ

岡
部　

伸
子

神
奈
川
県
横
浜
市

第３回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果

　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,179句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、ゆめおーれ勝山
前に左義長まつりの期間展示されました。
※椎名誠賞「左義長が帰っておいでと子等を呼ぶ」

勝
山
左
義
長
見
学
ツ
ア
ー
が
大
人
気
！

◆
県
内
外
か
ら
42
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
２
月
22
日
・
23
日
に
開
催
さ
れ
、

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
関
東
圏
、

大
阪
、
奈
良
、
兵
庫
の
関
西
圏
か

ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県
内
外
か

ら
42
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
ガ
イ
ド
や
地
元
の
方

か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
各
櫓
な

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
夜
は
左
義

長
ば
や
し
を
見
な
が
ら
勝
山
の
伝

承
料
理
な
ど
を
味
わ
い
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
の
ど
ん
ど
焼
き
見
学
を

し
て
左
義
長
ま
つ
り
を
十
分
堪
能

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

◆
参
加
者
の
声

　

左
義
長
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い

る
方
々
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し

て
い
て
、
心
か
ら
ま
つ
り
を
楽
し

ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

特
に
櫓
の
上
で
可
愛
ら
し
い
し
ぐ

さ
で
太
鼓
を
た
た
く
子
ど
も
た
ち

の
表
情
に
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。

（
60
歳
女
性　

鯖
江
市
）

　

ま
つ
り
参
加
者
に
「
や
ら
さ
れ

感
」
が
な
く
、
す
ば
ら
し
い
祭
り

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
各
地
に
は

色
々
な
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、

勝
山
左
義
長
は
そ
の
中
で
も
特
に

素
晴
ら
し
い
祭
り
で
す
。

（
70
歳
男
性　

東
京
都
）
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期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
都
合
の
悪
い
方
は
、
期
日

前
投
票
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
選
挙
期
日

に
投
票
で
き
な
い
理
由
を
選
択

す
る
「
宣
誓
書
」
を
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す
。

　

宣
誓
書
は
事
前
に
記
入
の
上

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
各

公
民
館
に
備
え
付
け
の
宣
誓
書

用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

○
県
知
事
選
挙

　

期
間
▼
3
月
27
日
㈮
〜

4
月
11
日
㈯

○
県
議
会
議
員
選
挙

　

期
間
▼
4
月
4
日
㈯
〜

4
月
11
日
㈯

　

投
票
時
間
▼

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　

投 

票
場
所
▼
市
役
所
１
階
期

日
前
投
票
所

※ 

４
月
３
日
ま
で
は
県
議
会
議

員
選
挙
の
期
日
前
投
票
は
で

き
ま
せ
ん

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

お
仕
事
や
学
校
な
ど
で
他
の

市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
投
票
の
手
順

① 

勝
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

投
票
用
紙
等
を
請
求

② 

投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
、

不
在
者
投
票
証
明
書
が
本
人

へ
郵
送
さ
れ
ま
す

③ 

郵
送
さ
れ
た
書
類
を
持
っ
て

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
、
不
在
者
投
票
を
行
い
ま

す
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
へ

１ 　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ

る
方
は
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
被
保

険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
下
表

に
該
当
す
る
方
が
申
請
で
き
ま

す
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
行
う
た
め
に
は
、「
郵
便
投

票
証
明
書
」（
7
年
間
有
効
。
要

介
護
5
の
方
は
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
）
を
勝
山
市
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

２ 　

代
理
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
所
で
、
か
ら
だ
が
不
自

由
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
分

で
候
補
者
名
な
ど
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
代
理
投
票

が
で
き
ま
す
。
受
付
で
「
代
理

投
票
を
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

補
助
者
が
本
人
の
立
ち
会
い
の

う
え
、
代
理
投
票
し
ま
す
。

３ 　

点
字
投
票
に
つ
い
て

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
点
字
器
お
よ
び
点
字
の

候
補
者
な
ど
の
名
簿
も
投
票
所

に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。

みなさんの投票場所はこちらです
投票区名 施 設 の 名 称 投　票　区　の　区　域
第1投票区 勝山市役所 元町１丁目、本町１丁目～４丁目、栄町１丁目～５丁目、沢町１丁目

第2投票区 北保育園 沢町２丁目、芳野町１丁目～２丁目、長山町１丁目～２丁目

第3投票区 成器西小学校 昭和町１丁目～３丁目、旭町１丁目

第4投票区 成器南幼稚園 元町２丁目～３丁目、立川町１丁目～２丁目

第5投票区 旭町二丁目区民会館 旭町２丁目～３丁目、旭毛屋町

第6投票区 猪野瀬公民館 片瀬、片瀬町１丁目～２丁目、猪野口、若猪野、高島、毛屋町、毛屋、西高島、猪野、平泉寺町岡横江

第7投票区 平泉寺公民館 平泉寺、赤尾、笹尾、大渡、壁倉、神野、経塚

第8投票区 大矢谷公民館 岩ヶ野、大矢谷、小矢谷、上野、池ヶ原

第9投票区 勝山市福祉健康センター「すこやか」 郡町１丁目～３丁目、郡、滝波町１丁目～５丁目、滝波、五本寺、黒原、寺尾、浄土寺、上芳野

第10投票区 栃神谷公民館 栃神谷、暮見、野向町薬師神谷

第11投票区 北谷公民館 中尾、北六呂師、河合、木根橋、小原、杉山

第12投票区 谷集会場 谷

第13投票区 野向公民館 竜谷、竹林、聖丸、深谷、牛ヶ谷、北野津又、横倉

第14投票区 荒土公民館 松田、田名部、布市、清水島、北新在家、別所、細野口、北宮地、堀名、中清水、伊波、妙金島、新保、松ヶ崎

第15投票区 荒土小学校細野分校 境、戸倉、西ヶ原、新道

第16投票区 北郷公民館 西妙金島、檜曽谷、新町、志比原、上森川、下森川、東野、岩屋

第17投票区 伊知地公民館 伊知地、坂東島、上野

第18投票区 鹿谷公民館 保田、西光寺、北西俣、矢戸口、本郷、西遅羽口、東遅羽口、杉俣、志田、発坂、保田出村

第19投票区 遅羽公民館 下荒井、嵭崎、大袋、新道、北山、蓬生、中島、千代田、比島

障がいの
部位

手帳など

両下肢・体幹・
移動機能

心臓・腎臓・
呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸

免疫・肝臓

身体障害者手帳 1級・2級 1級・3級 1級から3級まで

戦傷病者手帳
特別項症から
第2項症まで
（両下肢･体幹）

特別項症から
第3項症まで

特別項症から
第3項症まで
　（肝臓）

介護保険の
被保険者証

介護保険法の被保険者証の
要介護状態区分が要介護5
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『生かそうよ　あなたの一票　福井のために』

福 井 県 知 事 選 挙
福井県議会議員選挙
投票日　４月12日（日）
投票時間　午前7時～午後8時
第８投票区　大矢谷公民館
第11投票区　北谷公民館　　　は午後6時まで
第12投票区　谷集会場

問　勝山市選挙管理委員会事務局（☎88-1116）

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

◆ 

平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
に
満

年
齢
20
歳
に
達
し
て
い
る
方
）

◆ 

平
成
27
年
１
月
２
日
以
前
に
勝

山
市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続

き
勝
山
市
に
居
住
し
て
い
る
方

◆ 

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

成
年
被
後
見
人
の
方
の
投
票
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

◆ 

平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
に
県

内
の
他
市
町
か
ら
勝
山
市
に
住

所
を
移
転
さ
れ
た
方
は
、
勝
山

市
役
所
で
発
行
す
る
「
同
一
県

内
住
居
証
明
書
」
を
も
っ
て
旧

住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す

※ 

県
外
へ
転
出
す
る
方
は
、
転
出

し
た
日
を
も
っ
て
投
票
で
き
な

く
な
り
ま
す
（
転
出
日
に
よ
っ

て
は
、
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）

勝山市○○町○○

○○　□□　様
○○　△△　様
○○　××　様
○○　○○　様

投票日には
サイレンが鳴ります
　投票日当日は、投票開始
の午前７時と、投票所閉鎖
１時間前の午後７時に、市
公民館などでサイレンを鳴
らします。

勝山市民会館で
即日開票
　開票の参観をご希望の方
は、当日の午後８時30分
から市民会館玄関前で受け
付けます。
開票開始時間▶午後９時～
開票場所▶勝山市民会館
参観者▶200人まで

　

投
票
す
る
こ
と
は
重
要
な
権
利

で
あ
り
、
市
民
の
義
務
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
良
識
を

も
っ
て
、１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
住
所
を
変
更

さ
れ
た
方
の
投
票
場
所

　　

平
成
27
年
3
月
17
日
か
ら
投
票

日
ま
で
の
間
に
、
勝
山
市
内
で
転

居
届
を
出
さ
れ
た
方
は
、
入
場
券

に
記
載
さ
れ
て
い
る
元
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
が
届
き
ま
す

　

ハ
ガ
キ
に
各
世
帯
の
有
権
者
４

人
ま
で
記
載
さ
れ
た
入
場
券
が
郵

便
で
届
き
ま
す
。（
有
権
者
が
５

人
以
上
の
世
帯
に
は
、
２
通
以
上

の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
）

　

投
票
の
際
に
は
、
必
ず
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

入
場
券
は
３
月
27
日
か
ら
郵
送

を
開
始
し
ま
す
が
、
市
内
全
域

に
わ
た
る
た
め
、
到
着
ま
で
に

２
〜
３
日
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す

選挙
特集

みんなで投票
大切な一票

　

次
の
順
に
投
票
し
ま
す
。

福
井
県
知
事
選
挙

　
（
白
色
の
投
票
用
紙
）

　

候
補
者
個
人
名
を
記
載
し
て

投
票
し
ま
す
。

　
　
　

←

福
井
県
議
会
議
員
選
挙

　
（
う
す
い
黄
色
の
投
票
用
紙
）

　

候
補
者
個
人
名
を
記
載
し
て

投
票
し
ま
す
。

明るい選挙キャラクター
福井県版「めいすいサウルス」

※ 

万
が
一
入
場
券
の
到
着
が
遅
れ

た
り
、
忘
れ
た
り
無
く
し
た
り

し
た
場
合
で
も
、
本
人
確
認
の

う
え
投
票
が
で
き
ま
す
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平成27年度農作業標準料金

●農業機械・施設等作業料金（稲作の場合、オペレーター代込み※補助員は別途）

●農業機械・施設等作業料金（転作の場合、オペレーター込み）

農作業標準賃金（1日8時間、　一般作業）

9,072～10,152円

オペレーター標準賃金 同　補　助　員

1時間 2,552円 1時間 1,850円

1日　20,412円 1日　14,796円

各作業料金は、当事者間で話し合いの上で決定してください。
※圃場の立地条件や整備状況（傾斜状況・区画の大小）などに左右されるため

作　業　区　分 単　位 料　金 備　　　　考

耕　起
ロ ー タ リ ー 耕 10アール 6,912円 1回当たり

パワーディスク耕 10アール 4,320円 1回当たり

荒がき ロ ー タ リ ー 耕 10アール 3,996円 1回当たり

代 　 か 　 き 10アール 6,804円 2回がけ

田 　 植 10アール 7,776円 苗、肥料、除草剤は別途

収 　 穫 10アール 16,632円 もみ運搬は別途

乾 　 燥 60kg 1,134円
も み す り（ 粗 玄 米 ） 60kg 540円 作業員１人含む。石抜・色彩選別機は別途

防 　 除 10アール 399円 背負式動力散粉機使用1回当たり

水稲種子コーティング 10アール 6,264円
直 播 作 業 10アール 6,372円

作業区分 大　　麦 そ　　ば 大　　豆 備　　　考

耕起・播種 6,588円 6,588円 5,832円 種子代は別途

収　　 穫 12,096円 11,124円 11,124円

溝 掘 り 4,104円 4,104円 4,104円 ロータリートレンチャー
標準延長200ｍ

培　　 土 ――― ――― 4,320円 ロータリーカルチ

防　　 除 280円 280円 280円 １回当たり

※農作業標準料金は、圃場整備した30a程度の田で試算してあります

参考：畦畔草刈作業　1,404円/時（草刈機持ち込み、損料・燃料含む）

※税込み額

決定！

農
地
の
貸
し
借
り
の
相
談
は

農
業
公
社
に

農
地
転
用
の
手
続
き
・

相
談
は
農
業
委
員
会
に

　

農
地
の
貸
し
借
り
は
、
勝
山
市
農
業
公
社

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

誰
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
、
広
く
ま
と

ま
っ
た
農
地
で
機
械
を
効
率
よ
く
使
い
た
い

な
ど
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
声
を
聞
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

問　
（
公
財
）
勝
山
市
農
業
公
社

☎
88
‐
５
５
２
０

　

農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、
農
業
委
員
会

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

農
地
に
関
す
る
相
談
・
転
用
に
つ
い
て
の

手
続
き
や
疑
問

●
無
断
転
用
の
連
絡
・
相
談

●
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
88
‐
８
１
１
５

広報かつやま3月号 №724 　　 8

農業委員会
だより

農地を農地を農地以外農地以外にする場合には、にする場合には、
農地法による手続きを！農地法による手続きを！

農地転用許可を受けたいのですが…？

違反転用、許可どおりに転用しなかったら…？

手続きの進め方は…？

●農地法４条、５条は、県が許可します
●締切から許可までおよそ７週間かかります
● 農地が農業振興地域に入っている場合は、事前に農業振
興地域除外の手続きが必要です。除外できない場合もあ
りますので、あらかじめ農業委員会にご相談ください

● 許可がなく転用した場合や、転用許可に係る事業計画どおりに転用していない場合などは、
農地法に違反することになります。工事の中止や原状回復などの命令がされる場合があり
ます
● 罰則の適用もあります。違反転用すると個人は３年以下の懲役または300万円以下の罰金、
法人の場合は１億円以上の罰金が科せられます

●農業委員会で申請書をお渡しします

老後の生活をサポート！ 農業者年金農業者年金
　安心で豊かな老後のために農業者年金に加入し
ませんか。
　農業者年金は、加入者・受給者数に左右されに
くい積立方式（確定拠出型）の公的な年金です。
　貯金する感覚で加入でき、税制面のメリットも
あります。

問　農業委員会事務局
　　（市役所１階）
　　☎88 ｰ 8115

加入資格▶次のすべての要件を満たす方
　①60歳未満　
　②国民年金第一号保険者　
　③年間60日以上農業に従事している人
保険料▶月20,000 ～ 67,000円
　　　　（1,000円単位で自由に選択）
その他▶
　•認定農業者など担い手には保険料を助成
　•保険料は社会保険料控除の対象

ご存知ですか？

申請書の提出

毎月10日締切

許可通知と
看板受け取り
翌月末

農業委員会で
現地確認、審議
毎月25日頃

建築工事開始

許可後

県・農業会議
で審議

翌月20日頃

完了届の提出

工事完了後
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勝山市男女共同参画キャッチフレーズ

男女参画　はじめの一歩は　思いやり

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

構
成
団
体
交
流
会

男
女
共
同
参
画

「
家
庭
で
の
基
本
的
な
介
護
講
座
」

開
催
日
▼
平
成
27
年
１
月
31
日
㈯　

会
場
▼
す
こ
や
か

開
催
日
▼
平
成
27
年
２
月
14
日
㈯　

会
場
▼
す
こ
や
か

新規団体、個人会員新規団体、個人会員
募集中です！募集中です！

　交流、親睦を深めながら、
様々な活動をしてみませんか。
　仲間と一緒に活動したい団
体、個人会員を随時募集して
います。興味のある方は事務
局までお問合せください。

　

高
田
洋
子
氏
（
福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部
教
授
）
を

お
招
き
し
、「
今
日
の
男
女
共

同
参
画
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
行
っ
た
後
、

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

２
つ
の
問
題
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が

挙
が
り
ま
し
た
。

①
作
業
分
担
に
つ
い
て

　

男
女
で
一
緒
に
行
っ
て
い

る
が
、
男
は
表
方
、
女
は
裏

方
と
な
り
性
別
に
よ
り
作
業

を
分
担
し
て
い
る
。

　

作
業
分
担
は
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
か
？

• 

性
別
で
は
な
く
、
適
性
に

応
じ
た
分
担
を
す
れ
ば
良

い
• 

地
区
の
報
恩
講
な
ど
、
女

は
裏
方
と
い
う
慣
習
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る

②
意
思
決
定
に
つ
い
て

　

意
思
決
定
の
場
に
お
い
て

女
性
は
発
言
し
な
い
人
が
多

い
。
決
め
る
の
は
男
性
。
会

議
以
外
で
は
話
す
が
会
議
で

は
無
口
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

女
性
が
参
画
し
て
い
ま
す

か
？
発
言
が
で
き
、
発
言
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

か
？

• 

地
域
の
会
議
に
は
、
男
性

の
出
席
が
多
い
た
め
、
女

性
が
発
言
す
る
の
を
た
め

ら
っ
て
し
ま
う

• 

女
性
が
前
に
出
ら
れ
る
環

境
作
り
が
必
要
で
あ
る

　

男
性
も
女
性
も
誰
も
が
直

面
す
る
可
能
性
の
あ
る
介
護

に
つ
い
て
、
藤
波
英
司
氏
（
㈲

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
作
業
療
法

士
）
を
お
招
き
し
、
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
藤
波
先
生
の
講

義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

介
護
す
る
人
も
、
介
護
さ

れ
る
人
も
負
担
の
少
な
い
介

護
の
基
本
を
学
び
、
腰
痛
に

な
ら
な
い
た
め
の
体
の
起
こ

し
方
や
、
イ
ス
か
ら
簡
単
に

立
た
せ
る
方
法
に
つ
い
て
実

技
も
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

• 

今
後
、
誰
も
が
「
介
護
を

す
る
側
、
介
護
が
必
要
に

な
る
側
」
に
な
り
得
る
た

め
、
大
変
役
に
立
つ
内
容

だ
っ
た
と
思
う

• 

介
護
は
女
性
の
仕
事
と
思

わ
れ
て
い
る
が
、
男
女
共

同
参
画
を
推
進
す
べ
き
分

野
だ
と
思
っ
た

• 

介
護
も
男
女
で
協
力
し
て

行
う
と
い
う
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

ソフィア勝山、退職公務員連盟勝山支部、勝山市交通安全母の会
勝山商工会議所女性会、勝山市教職員組合、勝山市消費者団体連絡協議会
勝山市赤十字奉仕団、（公社）勝山青年会議所、勝山市高齢者連合会
勝山地域ファミリーサービスクラブ、勝山市食生活改善推進員連絡協議会
勝山市職員組合、勝山市更生保護女性会・婦人福祉協議会
JAテラル越前女性部、勝山農村女性の共同参画を進める会
のぞみサポーター（個人会員）

勝山市男女共同ネットワーク　加盟団体 （順不同）
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勝山市男女共同ネットワーク

の　ぞ　み

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
平
成
2626
年
度
活
動
報
告

年
度
活
動
報
告

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
と
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
市
内

15
団
体
と
個
人
会
員
５
名
で
活
動
し
ま
し
た
。
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
） 

☎
88
‐
1
1
1
5

か
つ
や
ま
〝
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
〞

〜
男
女
が
と
も
に
自
分
ら
し
く
輝
く
未
来
へ
〜

あ
わ
ら
市
男
女
共
同
参
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流
会

開
催
日
▼
平
成
26
年
11
月
30
日
㈰　

会
場
▼
す
こ
や
か

開
催
日
▼
平
成
26
年
７
月
６
日
㈰　

会
場
▼
市
民
会
館

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん

が
美
し
い
コ
ー
ラ
ス
を
会
場
い
っ

ぱ
い
に
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
『
ひ
と
が
か
が
や

き
』
を
含
む
３
曲
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
、「
心
に
響
い
た
」

「
心
が
ほ
っ
と
し
た
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
わ
ら
市
男
女
共
同
参
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
両
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
紹
介
を
行
っ
た
ほ

か
、「
地
域
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
」、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
」
な
ど

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見

を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

• 

地
域
に
残
る
古
い
し
き
た

り
や
性
別
役
割
分
担
意
識

を
見
直
す
必
要
が
あ
る

• 

男
女
が
と
も
に
意
見
を
言

い
合
え
て
、
活
動
し
や
す

い
雰
囲
気
を
作
る
必
要
が

あ
る

• 

地
域
の
役
員
に
女
性
が
参

画
で
き
る
よ
う
、
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
あ
る

• 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
議
内

容
・
活
動
報
告
を
、
各
々

の
団
体
に
戻
っ
て
情
報
共

有
す
る
と
良
い

◆
式
典

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
で
あ
る
「
男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勝
山
市
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
文
の
読
み
上
げ
を
行
い

ま
し
た
。「
男
女
が
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
ま
ち
」「
古
い
役
割
分
担

意
識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
由
に
活
動
で
き
る
ま
ち
」
な
ど

の
実
現
の
必
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

◆
講
演
会
『
認
知
症
に
つ
い
て
』

講
師
▼
武
藤　

寛 

氏

（
た
け
と
う
病
院
院
長
）

　

笑
い
を
交
え
て
楽
し
く
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
男
女
が
と
も
に
尊
重

し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

◆
男
女
共
同
参
画
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

　

入
賞
作
品
全
18
点
を
展
示
し
ま

し
た
。（
最
優
秀
賞
２
、優
秀
賞
６
、

入
選
10
）

◆
環
境
と
体
に
優
し
い

石
鹸
の
展
示
、
販
売

　

勝
山
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
で
実
施
し
、
足
を
止
め
て

石
鹸
を
手
に
取
る
方
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。



13 　　 広報かつやま3月号 №724

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

人
に
名
前
が
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

が
住
む
大
地
に
も
名
前
す
な
わ
ち
「
地

名
」
が
あ
り
ま
す
。
地
形
と
自
然
災
害

と
い
っ
た
ジ
オ
パ
ー
ク
の
視
点
か
ら
、

勝
山
に
見
ら
れ
る
地
名
の
由
来
の
例
を

紹
介
し
ま
す
。

● 

地
形
の
様
子
が
分
か
る
地
名

　
「
大
袋
」「
袋
田
」
と
い
う
地
名
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
袋
の
形
か
ら
起
こ
っ

た
も
の
で
は
な
く
、「
ふ
く
れ
る
」
と
い

う
言
葉
か
ら
出
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
川
や
湖
沼
な
ど
が
、
湾
曲
し
て

ふ
く
れ
て
い
る
平
地
の
水
辺
を「
フ
ク
ロ
」

と
言
い
ま

す
。
こ
れ

ら
は
、
川

の
屈
曲
に

よ
っ
て
で
き

た
地
形
か

ら
こ
の
地

名
が
付
け

ら
れ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

● 

自
然
災
害
を
伝
え
る
地
名

　

自
然
災
害
に
由
来
す
る
地
名
は
多
く

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
壁
倉
」「
横
倉
」

な
ど
の
「
ク
ラ
」
は
急
斜
面
を
表
し
、

崖
崩
れ
な
ど
自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
土

地
に
付
け
ら
れ
る
代
表
的
な
地
名
で

す
。「
猪
野
口
」「
猪
野
」な
ど
の「
イ
ノ
」

は
、
河
川
の
氾
濫
が
あ
っ
た

場
所
を
表
し
、
扇
状
地
上
の

集
落
に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
様
々
な
減
災
施

設
な
ど
に
よ
り
対
策
が
講
じ

ら
れ
、
私
た
ち
の
安
全
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
崖
崩
れ
や
河

川
の
氾
濫
な
ど
が
多
く
の
人
々
を
苦
し

め
た
と
い
う
歴
史
が
地
名
か
ら
わ
か
り

ま
す
。

○
地
形
の
様
子
が
わ
か
る
地
名
の
例

谷
筋
・
河
川
の

合
流
地
点
北
西
俣
、
杉
俣

河
川
の
中
州

（
島
地
形
）
妙
金
島
、
西
妙
金

島
、
坂
東
島
な
ど

低
湿
地
・
淵
の地

形
保
田
、
長
渕

※
ほ
か
に
も
多
数
あ
り
ま
す

　

地
名
（
大
字
・
小
字
地
名
含
む
）
は
、

地
形
・
自
然
災
害
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

地
域
の
特
産
物
や
生
息
す
る
動
植
物
、

幕
府
や
藩
の
行
政
機
関
、
神
社
や
城
と

い
っ
た
建
物
、
住
ん
で
い
た
人
々
の
名

前
や
身
分
、
出
来
事
な
ど
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
発
見
を
す
る
た
め
、

住
ん
で
い
る
所
の
地
名
の
由
来
を
探
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

し
、
伝
え
ら
れ
る
途
中
で
読
み
方
が
変

わ
っ
て
い
た
り
、
当
て
字
で
別
の
意
味

合
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

あっいいてまれ川にきか地けもえ

－第９回－　地名から－第９回－　地名から紐紐
ひもひも

解くジオパークの楽しみ方解くジオパークの楽しみ方

　

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
牧
野

優
で
す
。
私
が

勝
山
市
に
来
て

は
や
10
カ
月
が
た

ち
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
私
が
取
り
組

ん
で
い
る
主
な
活
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
田
舎
暮
ら
し
体
験
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　

今
年
も
１
０
０
人
以
上
の
方
が
東
京
や

大
阪
、
海
外
な
ど
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

受
入
先
と
参
加
者
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

滞
在
時
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

②
移
住
定
住
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト

　

東
京
や
大

阪
で
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、

移
住
者
と
し

て
勝
山
市
の

魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

③
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭
り
の
お
手
伝
い

　

農
業
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
市
内
の
お

祭
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
谷
の
は
や

し
込
み
」
で

は
太
鼓
を
打

た
せ
て
い
た

だ
い
た
り
と
、

勝
山
市
の
こ

と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

④
情
報
発
信

　

勝
山
市
を
巡
っ
て
集
め
た
情
報
を
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
「
福
井
県
の
勝
山
市
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」で
発
信
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
他
に
も
、
平
泉
寺
白
山

神
社
周
辺
の
石
碑
巡
り
や
、
市
街
地
の
お

寺
・
神
社
巡
り
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、「
い
い
ね
！
」
し
て
く
だ
さ
い
！

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
様
々
な
活
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
勝
山
で
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
な
が
ら
、

そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

勝山で頑張ってます！地域おこし
協力隊

田舎暮らし体験の参加者たち

大阪でのイベントの様子

谷のはやし込み

県立恐竜博物館にて

勝山城博物館展望台から見た大袋
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■学生納付特例制度（学特）とは
　国民年金保険料の納付が困難な学生のための
納付猶予（先送り）制度です。
　本制度を受けた期間は受給資格期間に算入さ
れるため、老齢基礎年金や、いざというときの
障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格を得る
ことができます。

■平成27年度分の学特の受付が始まります。
　4月より平成27年度（平成27年4月～平成28
年3月）の学生納付特例の申請受付が始まります。
申 請に必要な物▶年金手帳（お持ちの方）、印鑑、
学生証のコピー（有効期限記載があるもの）
または在学証明書（原本）
申請場所▶市民課または福井年金事務所

■申請を忘れていませんか？
　申請月の2年1カ月前からの申請が可能です。
平成25年2月～平成27年3月の期間中、学生で
あり申請がお済みでない方は、下記までお問い
合わせください。

■ 平成26年度に学生納付特例制度を受けて
いる方
　日本年金機構より、学生納付特例制度更新ハ
ガキが郵送されます。必要事項ご記入の上、期
限までに投函してください。
※ 在学期間などの変更がある方など、新たに申
請が必要な場合があります

■過去に学生納付特例制度を受けた方
　10年以内であれば保険料を納付（追納）する
ことができます。詳しくは下記までお問い合わ
せください。

年
金

学生納付特例の申請をお忘れなく！学生納付特例の申請をお忘れなく！20歳以上の20歳以上の
学生の方へ学生の方へ

　4月から福井年金事務所による出張相談の受
付時間が変更になりますので、ご注意ください。
開催日：毎月第2木曜日（ただし5・1・2月は第1）
　　　　（3月まで）10:00 ～ 15:30
　　　　（4月から）10:00 ～ 12:00
　　　　　　　　 　13:00 ～ 15:30

年金相談日の受付時間の変更

問　市民課（市役所1階）　☎88 ｰ 8102　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

第
２
次
勝
山
市
行
財
政
改
革
初
年
度
の
成
果

第
２
次
勝
山
市
行
財
政
改
革
初
年
度
の
成
果

　

市
で
は
平
成
25
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第

２
次
勝
山
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
第
５
次
勝
山
市
総
合
計
画
が
目
指

す
「
市
民
力
、
地
域
力
の
向
上
」
を
柱
と

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
計
画
初
年
度
で

あ
る
平
成
25
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

■
実
施
計
画
の
概
要

　

第
２
次
行
財
政
改
革
は
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
８
年
間
で
実
施
計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
４
つ
を

基
本
目
標
と
し
、
具
体
的
な
実
施
項
目
を

定
め
て
い
ま
す
。

１　

行
政
力
の
向
上

２　

財
政
力
の
向
上

３　

組
織
力
・
職
員
力
の
向
上

４　

市
民
力
、
地
域
力
・
地
域
産
業
力
の

向
上

■
数
値
目
標
に
つ
い
て　

　

歳
入
の
増
加
お
よ
び
歳
出
の
削
減
の
効

果
額
が
算
出
可
能
な
項
目
に
つ
い
て
は
、

目
標
効
果
額
を
定
め
、
そ
の
達
成
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

施
計
画
で
は
16
の
取
組
項
目
に
つ
い
て
目

標
効
果
額
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

平
成
25
年
度
の
目
標
設
定
項
目
は
８
項
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
の
成
果　

　

全
体
で
は
、
目
標
の
４
７
５
９
万
円
を

上
回
る
１
億
２
８
７
８
万
円
の
削
減
効
果

額
と
な
り
、
無
理
・
無
駄
の
廃
止
、
民
間

活
力
の
導
入
な
ど
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
推
進
し
、
６
項
目
で
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

主
な
要
因
は
人
件
費
の
削
減
に
よ
る
も

の
で
、
東
日
本
大
震
災
復
興
財
源
に
充
て

る
た
め
の
給
与
改
定
・
臨
時
特
例
法
に
基

づ
く
給
与
減
額
支
給
措
置
に
よ
る
も
の

（
約
４
０
０
０
万
円
）
を
含
み
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

実施項目 目標数値 効果額
白山文化フォーラム、世界遺産
講演会の整理・統合 200 290

農林産物品評会補助金の削減に
よる自立的な事業の推進 14 14

各種生産団体への補助金の削減
による自立的な活動の推進 10 0

公用車台数の削減 400 600
OA機器などの消費電力削減 24 36
公衆街路灯のLED化 143 97
市税の口座振替の推進 ▲1,200 ▲490
人件費の削減 48,000 128,236

合　計 47,591 128,783

（千円）
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３
月
エ
コ
協
通
信

　

わ
が
ま
ち
魅
力
発
酵
事

業
の
新
規
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
で
取
り
組
ま
れ
た
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

第
４
回
は
、
か
っ
ち
ゃ
ま
森
林

魅
力
向
上
協
議
会
、
ひ
ま
わ
り
サ

ロ
ン
、
勝
山
北
部
中
学
校
、
あ
す

ぷ
ろ
の
４
団
体
で
す
。

●【
か
っ
ち
ゃ
ま
森
林

魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

か
っ
ち
ゃ
ま
森
林
魅
力
向
上

協
議
会

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
森
林
の
魅
力

を
伝
え
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
の
東
山
い
こ
い
の
森

の
開
林
式
で
は
、竹
と
ん
ぼ
作
り
、

ほ
ほ
え
み
太
鼓
の
左
義
長
演
奏
な

ど
を
行
い
、
約
１
０
０
人
の
参
加

者
が
あ
り
大
変
盛
況
で
し
た
。
そ

の
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行

い
、
12
月

に
は
、
ゆ

め
お
ー
れ

勝
山
に
て

「
東
山
い
こ

い
の
森
の

仙
人
の
写

真
展
」
を

行
い
ま
し
た
。

●【
北
郷
町
の
魅
力
を
伝
え
る

カ
ル
タ
づ
く
り
】

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

　

か
る
た
を
通
し
て
北
郷
町
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
地
元
の
歴
史

や
名
所
な
ど
を
題
材
と
し
た
五
七

五
の
句
を
考
え
ま
し
た
。
地
元
の

水
墨
画
家
・
中
村
鐡
遷
氏
に
趣
あ

る
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
、
読
み

札
と
取
り
札
を
呼
応
さ
せ
た
句
も

添
え
ま
し
た
。
み
ん
な
と
一
緒
に

な
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら

色
々
な
と

こ
ろ
で
活

用
し
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

●【
中
学
生
に
よ
る

地
域
活
性
化
事
業
】

勝
山
北
部
中
学
校

　

生
徒
が
主
体
に
な
っ
て
勝
山
市

を
「
有
名
に
」
す
る
た
め
の
P
R

グ
ッ
ズ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。「
今

が
勝
山
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
２
年

前
か
ら
「
ス
テ
ッ
カ
ー
」「
ク
リ

ア
ー
フ
ォ
ル
ダ
」
を
デ
ザ
イ
ン
し

販
売
や
寄
贈
を
し
ま
し
た
。
第
３

弾
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
施
し
た

「
バ
ッ
グ
」

を
製
作
し
、

市
内
外
に

生
徒
達
の

手
で
勝
山

市
を
ア

ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。

●
【
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
!!
】

あ
す
ぷ
ろ

　

８
月
23
日
に
勝
山
ま
ち
な
か
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
に
併
せ
て
、
市

内
の
見
所
５
カ
所
を
ま
わ
る
「
ま

ち
な
か
宝
探
し 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｈ
Ａ
Ｋ

Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
」
を
企
画
・
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、「
見

つ
け
て
き
た
よ
」
と
嬉
し
そ
う
な

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
も
勝

山
の
良
い

と
こ
ろ
を

発
信
し
、

盛
り
上
げ

て
い
き
ま

す
。

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

協
議
会
事
務
局

☎
87
‐
１
０
１
１

田　

村　

幸　

代　

様

大
阪
府

3
0
0
0
0

中　

尾　
　
　

彬　

様

東
京
都

お
名
前
の
み
公
表

皿　

澤　

康　

孝　

様

東
京
都

お
名
前
の
み
公
表

皿　

澤　

朝　

子　

様

東
京
都

お
名
前
の
み
公
表

太　

田　
　
　

諒　

様

福
井
市

2
0
0
0
0

㈱
豊
栄
観
光　

様

勝
山
市

1
0
0
0
0
0
0

山　

口　

正　

孝　

様

愛
知
県

5
0
0
0
0
0

浦　

井　
　
　

稔　

様

茨
城
県

1
0
0
0
0

佐　

野　

幸　

男　

様

東
京
都

5
0
0
0
0

高　

井　

征　

夫　

様

奈
良
県

5
0
0
0
0

元　

木　

照　

夫　

様

兵
庫
県

2
0
0
0
0

元　

木　

康　

人　

様

兵
庫
県

2
0
0
0
0

亀　

井　

怜　

子　

様

岐
阜
県

1
0
0
0
0

中　

村　

文　

美　

様

愛
知
県

お
名
前
の
み
公
表

石　

井　

五
十
示　

様

京
都
府

お
名
前
の
み
公
表

西　

野　
　
　

隆　

様

石
川
県

3
0
0
0
0
0

片　

山　

由
利
子　

様

大
阪
府

お
名
前
の
み
公
表

国　

村　
　
　

守　

様

石
川
県

3
0
0
0
0

金　

森　

茂　

治　

様

群
馬
県

1
0
0
0
0
0

金　

森　

恵
美
子　

様

群
馬
県

お
名
前
の
み
公
表

奥　

村　

与
志
夫　

様

大
阪
府

1
0
0
0
0
0

中　

下　

正　

巳　

様

奈
良
県

お
名
前
の
み
公
表

宇　

野　

文　

男　

様

三
重
県

5
0
0
0
0

酒　

井　

陽　

一　

様

滋
賀
県

お
名
前
の
み
公
表

鳥　

山　

昌　

則　

様

東
京
都

2
0
0
0
0

山　

内　

高　

嘉　

様

東
京
都

5
0
0
0
0

細　

野　
　
　

治　

様

群
馬
県

2
0
0
0
0
0

畑　
　
　

正　

髙　

様

京
都
府

お
名
前
の
み
公
表

中　

道　

迪　

夫　

様

大
阪
府

2
0
0
0
0

鳥　

山　
　
　

悟　

様

神
奈
川
県

お
名
前
の
み
公
表

森　

瀬　

博　

信　

様

東
京
都

4
0
0
0
0
0

澤　

田　

佳　

憲　

様

東
京
都

お
名
前
の
み
公
表

大　

平　

純　

平　

様

東
京
都

1
0
0
0
0

湯　

屋　

基　

生　

様

神
奈
川
県

6
0
0
0
0
0

城　

山　

雅　

一　

様

埼
玉
県

1
0
0
0
0

森　

田　

さ
だ
を　

様

愛
知
県

お
名
前
の
み
公
表

山
一
食
品
㈱　

様

勝
山
市

1
0
0
0
0
0
0

加　

藤　

丈　

晴　

様

愛
知
県

2
0
0
0
0

建
国
記
念
奉
祝
者
御
一
同
様

勝
山
市

5
0
0
0
0

平　

柳　

康　

夫　

様

千
葉
県

1
0
0
0
0
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連
載
も
早
4
年
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
勝
山
へ
の
思
い
の

変
化
を
感
じ
ら
れ
た
4
年
で
し

た
。
活
動
の
振
り
返
り
と
新
た
な

活
動
へ
の
挑
戦
の
た
め
、
今
後
の

コ
ラ
ム
は
連
載
か
ら
不
定
期
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
区
切
り

と
し
て
、
今
号
で
は
以
下
の
４
つ

の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提 

案
①　

幼
小
中
高
の
つ
な
が
り

を
通
し
た
E
S
D
（
持
続
発
展

教
育
）
の
実
現

　

現
在
、
市
内
の
全
小
中
学
校
が

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

E
S
D
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
は
幼
稚
園
、
高
校
と
の

連
携
も
通
し
、
市
の
未
来
に
子
ど

も
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
体

制
を
創
り
ま
せ
ん
か
？

提
案
②　

産
学
の
協
働

　

勝
山
の
人
口
動
態
に
、
産
業
が

大
き
く
影
響
す
る
の
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。経
済
界
の
方
々
に
、

積
極
的
に
学
校
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
と
も
に
勝
山
の
新
し
い
産
業

を
切
り
拓
き
ま
せ
ん
か
？　

ま

た
、
教
育
や
起
業
を
民
間
で
資
金

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
を
創

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
を

育
て
る
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
未
来
の
世
代
に
投

資
が
で
き
な
け
れ
ば
、
勝
山
の
衰

退
が
進
む
一
方
で
し
ょ
う
。

提 

案
③　

魅
力
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と

発
信

　

勝
山
に
は
様
々
な
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
他
と

差
別
化
し
、
最
大
限
利
用
す
る
仕

組
み
は
不
十
分
で
す
。
里
山
の
自

然
、
歴
史
、
恐
竜
、
レ
ジ
ャ
ー
、

赤
と
ん
ぼ
や
ホ
タ
ル
、
雪
、
食
、

こ
れ
ら
の
魅
力
を
磨
き
、
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
発
信
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
か
ら
、
発
信
の
プ
ロ
の
育
成
も

必
要
で
し
ょ
う
。

提
案
④　

集
い
の
場
の
創
造

　

ご
み
の
ほ
と
ん
ど
が
大
人
に

よ
っ
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
だ
ま

だ
「
勝
山
に
無
関
心
な
大
人
」
が

多
く
存
在
し
ま
す
。
勝
山
を
考
え

る
人
が
少
し
で
も
増
え
る
よ
う

に
、
様
々
な
職
種
、
年
齢
、
性
別
、

出
身
地
の
方
々
が
集
い
、
自
由
に

語
れ
る
場
を
創
り
ま
せ
ん
か
？

「
勝
山
を
も
っ
と
良
く
す
る
に

は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
誰
も
が

自
由
に
語
り
、
学
べ
る
場
の
存
在

が
、
現
状
を
変
え
て
い
く
は
ず
で

す
。

　

以
上
、
４
つ
の
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
勝
山
を
好
き

な
子
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対

し
、
将
来
住
み
続
け
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
不
安
要
素
が
多
く

て
決
め
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
我
々
大
人
が
未
来
の
世
代
に

で
き
る
こ
と
を
、
そ
ろ
そ
ろ
本
気

で
考
え
ま
せ
ん
か
？
消
滅
可
能
性

都
市
で
あ
る
勝
山
が
存
続
す
る
か

否
か
は
、
皆
さ
ん
が
社
会
に
本
気

で
参
画
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

第
30
回

　

こ
れ
か
ら
の
勝
山
へ
の
提
案

た
く
さ
ん
の
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
く
さ
ん
の
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税　

１
２
９
件　

約
１
０
２
９
万
円

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
る
全
国
各
地
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
付
金

は
、
新
体
育
館
建
設
、
白
山
平
泉
寺
整
備
、
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
、

エ
コ
環
境
都
市
を
目
指
し
た
事
業
、
子
育
て
・
高
齢
者
福
祉
関
連

な
ど
、
平
成
27
年
度
に
お
け
る
勝
山
市
の
幅
広
い
分
野
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
勝
山
市
に
対
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る

温
か
な
応
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
寄
付
者
一
覧
（
受
付
順
）

　

※
県
の
共
同
窓
口
を
通
じ
た
寄
付
を
含
み
ま
す

　

※
お
名
前
の
公
表
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

氏　
　
　

名

住　

所

金　
　

額

木　

脇　

み
の
り　

様

島
根
県

5
0
0
0
0

曽　

倉　

市　

栄　

様

勝
山
市

お
名
前
の
み
公
表

鈴　

木　

信　

子　

様

茨
城
県

1
0
0
0
0

川　

村　

賢　

二　

様

福
井
市

お
名
前
の
み
公
表

松　

下　

つ
や
子　

様

大
阪
府

お
名
前
の
み
公
表

酒　

井　

直　

代　

様

神
奈
川
県

お
名
前
の
み
公
表

大
竹
口　

明　

良　

様

神
奈
川
県

お
名
前
の
み
公
表

山　

岸　

幸　

江　

様

東
京
都

1
0
0
0
0
0

森　

内　

俊　

司　

様

神
奈
川
県

お
名
前
の
み
公
表

木　

幡　

明　

雄　

様

福
島
県

2
0
0
0
0

鈴
木　

剛
志
・
駿
貴　

様

福
島
県

2
0
0
0
0

小　

池　
　
　

弘　

様

大
阪
府

お
名
前
の
み
公
表

織　

田　

市
太
郎　

様

福
岡
県

1
0
0
0
0

近　

藤　

義　

親　

様

大
阪
府

1
0
0
0
0
0

掘　
　
　

正　

子　

様

京
都
府

1
0
0
0
0

松　

山　

克　

彦　

様

東
京
都

お
名
前
の
み
公
表

多　

田　

三　

郎　

様

大
阪
府

1
0
0
0
0

牧　

下　

昭　

夫　

様

茨
城
県

2
0
0
0
0

安　

田　

修　

蔵　

様

兵
庫
県

2
0
0
0
0

藤　

本　

祐　

子　

様

大
阪
府

お
名
前
の
み
公
表

（
平
成
26
年
３
月
〜
平
成
27
年
２
月
受
付
分
）

hisho
環境
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福井大学官学連携セミナーを開催
■２月24日　教育会館

　勝山市さわやか大学との共催で、水沢利栄教授を
お招きし、災害時やイベント時の食事に「にぎり寿司」
を振る舞い、笑顔を届ける活動について講演いただ
きました。

雪山での救助活動訓練
■２月17日　東山いこいの森

　勝山消防署が「雪崩が発生し、３名の登山者が雪
崩にまき込まれた」という想定で、登山者の捜索・
救出活動の訓練を行いました。

小浜市と勝山市の小学生が交流
■２月14・15日　雁ヶ原スキー場ほか

　小浜市との都市間交流事業の一環として、小浜市
と勝山市の小学生との交流が行われ、雁が原スキー
場でのスキー体験や、ゆめおーれ勝山でのコースター
作りなどを行いました。

伝承料理を楽しむ
■３月１日　すこやか

　ふるさと料理研究会が主催する「伝承料理を楽し
む会」が開かれ、サケの熟れずしやニシンとウドの
煮物など24種類の伝承料理がふるまわれました。

竹
ス
キ
ー
に
悪
戦
苦
闘
！

■
２
月
15
日　

平
泉
寺
精
進
坂

　

平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
、
白
山
平
泉
寺
の

参
道
で
あ
る
精
進
坂
を
利
用
し
て
竹
ス
キ
ー
や
ソ
リ
の
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
竹
ス
キ
ー
の
難
し
さ
に
子
ど
も
た
ち
も
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
。

雁ヶ原スキー場でのレッスンの様子

ゆめおーれ勝山でコースター作りに挑戦！
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鹿谷町雪まつり開催！
■２月８日鹿谷公民館周辺

滝波町のお面さん祭り
■２月11日　滝波ふれあい会館

　市指定無形民俗文化財である滝波町の「お面さん
祭り」が行われ、３枚のお面がご開帳されました。
お面が笑って見えると、よい一年になると言われて
います。

谷のお面さん祭り
■２月14日　北谷町谷区

　市指定無形民俗文化財の「谷のお面さん祭り」が
行われ、４枚のお面が披露されました。今年一年の
無病息災、地域繁栄が祈られました。

　第28回鹿谷町雪まつりが鹿谷公民館や鹿谷小学校
校庭などを会場に開催されました。恒例の雪像コン
テストも行われ、今年のテーマ「憧れのヒーロー」
にあわせ、アンパンマンやウルトラマンなどが製作
されて、来場者が一緒に記念撮影を行うなど人気で
した。

西
の
子
左
義
長
で
浮
か
れ
る

■
２
月
８
日　

成
器
西
小
学
校

　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
を
目
前
に
控
え
、
一
足
先
に
成
器
西

小
学
校
で
「
西
の
子
左
義
長
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
児
童

が
左
義
長
ば
や
し
に
合
わ
せ
、
太
鼓
を
た
た
き
ま
し
た
。

地
場
野
菜
で
料
理
教
室

■
２
月
14
日　

す
こ
や
か

　

勝
山
市
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
議
会
が
主
催
し
、
地
場
産
の

野
菜
を
使
っ
た
呉
汁
な
ど
の
伝
承
料
理
等
の
レ
シ
ピ
を
学
ぶ

料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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仏
母
寺
の
樫
鳥
会
句
碑

　

片
瀬
区
の
仏
母
寺
境
内
に
以
下
の
４
基
の
句

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

句
が
詠
ま
れ
た
年
代
は
江
戸
時
代
、
大
正
、

昭
和
と
異
な
り
、
建
て
ら
れ
た
年
代
も
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
樫
鳥
会
が
中
心
と
な

り
建
て
ら
れ
た
。
片
瀬
の
仏
母
寺
は
勝
山
八
景

と
し
て
知
ら
れ
た
大
師
山
の
麓
に
あ
り
、
藩
主

小
笠
原
公
も
桜
見
物
な
ど
に
た
び
た
び
訪
れ
た
。

ま
た
、
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
近
代
の
歌

人
た
ち
は
た
び
た
び
当
寺
で
句
会
を
催
し
た
。

　
（
松
瀬
）
青
々
は
大
阪
生
ま
れ
の
俳
人
で
正

岡
子
規
に
学
び
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』（
高
浜
虚
子

が
中
心
に
運
営
）の
編
集
に
携
わ
っ
た
。（
首
藤
）

素
史
は
勝
山
の
出
身
で
青
々
を
師
と
仰
い
だ
。

①
の
句
は
青
々
が
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に

勝
山
を
訪
れ
た
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
青
々

は
そ
の
後
も
何
度
か
来
勝
し
て
い
る
。
素
史
も

墓
参
り
を
か
ね
て
何
度
と
な
く
故
郷
勝
山
に
戻

り
、
平
泉
寺
や
仏
母
寺
を
訪
れ
た
。
②
の
句
は

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
前
後
に
、
師
青
々
の

句
を
偲
ん
で
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
中
期
の
勝
山
の
俳
壇
で
は
美
濃
派
と
呼

ば
れ
た
俳
諧
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
後
半

か
ら
19
世
紀
初
期
に
は
巴
文
が
、
19
世
紀
中
期

か
ら
明
治
に
か
け
て
は
比
良
野
帰
雲
坊
ら
が
活

躍
し
た
。
勝
山
の
現
代
俳
句
は
大
正
中
期
に
始

ま
り
、
松
村
玄
四
郎
・
丸
屋
説
三
ら
同
好
の
志

が
集
ま
り
句
会
を
結
成
、
素
史
の
影
響
の
も
と

で
「
雨
声
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　

青
々
と
素
史
の
句
碑
は
雨
声
会
の
手
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
雨
声
会
は
昭
和
32
年
、

両
者
の
句
に
詠
ま
れ
た
樫
鳥
に
因
み
、
樫
鳥
俳

句
会
と
名
を
変
え
て
再
出
発
す
る
。
そ
し
て
同

39
年
に
勝
山
市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
長
山
公

園
に
樫
鳥
会
句
碑
を
建
て
た
。
ま
た
、
平
成
に

入
り
新
た
に
③
と
④
の
句
碑
が
、
樫
鳥
会
に
よ

り
仏
母
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。
な
お
、
伊
藤

柏
翠
は
東
京
生
ま
れ
の
俳
人
で
高
浜
虚
子
に
師

事
し
、
の
ち
に
三
国
に
居
を
移
し
た
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「声優さんに
なりたいっ！」

「レモネード戦争」

「ラクラク話せる
スピーチと挨拶大事典」
～あせらず、あがらず、

堂々と！～
８１プロデュース／監修

講談社

ジャクリーヌ・
デイヴィーズ／作
フレーベル館

スピーキングエッセイ／著
秀和システム

　声優になるための道のりから、自分でできる練習
方法、デビュー後の仕事の内容、プロになってから
も自分を磨きつづけるという意識の持ち方まで、さ
まざまな角度から「声優」の仕事について紹介する。
斉藤壮馬、上田麗奈、大久保瑠美、羽多野渉、
中尾隆聖ら人気声優のインタビューもあり。

　４年生の兄エヴァンと２年生の妹ジェシー
が、ジェシーの飛び級をきっかけにけんかを
し、レモネードの売り上げで勝敗をつけよう
とします。どうしたらレモネードをたくさん売
ることができるか、二人は知恵をしぼります
が…。ちょっとした経済問題も学べるお話。

　社内での新任・異動・歓送迎・朝礼で
のスピーチや冠婚葬祭での挨拶など、「話
す内容」以前の基本書。シーン別スピー
チ内容の見本や、動き、立ち振る舞いの
ルールも図解。なにかと人前で挨拶する
機会が増えるこの時期に活躍する1冊。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年２月末 前年比

総件数 107件 ＋11件

人身事故
（うち高齢者）

10件
（3）

－3件
（0）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

0人
（0）

傷　者 11人 －3人

物損事故 97件 ＋14件

３月の納税

１月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ２月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,858人 4 －10 －6 11 －8 3 11,855人 －3人
女 13,001人 6 －21 －15 8 －13 －5 12,981人 －20人
合　計 24,859人 10 －31 －21 19 －21 －2 24,836人 －23人
世帯数 8,100世帯 8,093世帯 －7世帯

人口の動き

３月の納税はありません。

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪22昼
ゐ
れ
は　

　

樫
鳥
鳴
き
つ竹

の
中

　

青せ
い
せ
い々

大
正
15
年
建
立

樫
鳥
ハ　

し
ぐ
れ
て
て
来
ず
か

　

来
し
あ
と
か

　

素そ

し史

昭
和
23
年
建
立

（
昭
和
45
年
現
在
地
に
）

僧
留
守
の

　

仏
を
蟇
のしか

と
守
る

伊
藤
柏は
く
す
い翠

平
成
15
年
建
立

父
母
の

　

し
き
り
に
恋
し

雉
子
の
声

芭
蕉

平
成
18
年
建
立

①①②②③③④④
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勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

運
転
免
許
証
の

日
曜
日
更
新
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
か
ら
、
毎
日
曜

日
に
更
新
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。（
年
末
年
始
を
除
く
）

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

錆
び
た
釘
・
包
丁
・
カ
ミ
ソ

リ
な
ど
で
の
傷
や
、
木
の
枝
で

切
っ
た
場
合
な
ど
は
、
細
菌
感

染
を
防
ぐ
た
め
、
早
め
に
病
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

傷
口
に
ガ
ラ
ス
や
砂
な
ど
の
異

物
が
入
り
、
洗
っ
て
も
と
れ
な

い
場
合
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

切
り
傷
や
擦
り
傷
が
で
き
た
ら

　

水
道
水
で
傷
を
よ
く
洗
い
、

砂
や
ゴ
ミ
な
ど
の
汚
れ
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。
傷
は
湿
っ
た
状

態
を
保
つ
方
が
き
れ
い
に
早
く

治
り
ま
す
。
傷
全
体
を
覆
い
、

乾
燥
さ
せ
な
い
で
治
す
タ
イ
プ

の
絆
創
膏
を
使
用
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

消
毒
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

出
血
が
ひ
ど
い
と
き
は

　

出
血
し
て
い
る
場
所
に
清
潔

な
ハ
ン
カ
チ
（
タ
オ
ル
地
で
は

な
い
ハ
ン
カ
チ
が
、
止
血
に
適

し
て
い
ま
す
）
な
ど
を
当
て
、

そ
の
上
を
手
で
し
ば
ら
く
圧
迫

し
ま
し
ょ
う
。
手
当
を
す
る
人

は
、
血
液
感
染
防
止
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

包
帯
や
三
角
巾
な
ど
の
幅
広

の
布
で
、
少
し
き
つ
め
に
巻
い

て
も
同
様
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
、
傷
口
を
心

臓
よ
り
高
い
位
置
に
維
持
で
き

る
と
止
血
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

傷
の
手
当
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

窓口開設場所 窓口開設日曜日
日曜更新受付時間

予約方法
午前の部 午後の部

春江
免許センター

第２・３・
４・５日曜日 8：30

～

9：10

13：00

～

13：40
更新希望窓口へ
電話予約嶺南

免許センター 第１日曜日

※やむを得ない事情で平日更新ができない人が対象で、電話予約が必要です。
※春江 ☎0776-51-2820　嶺南センター ☎0770-45-2121
※嶺南センターは平日開庁時間のみ予約受付可能です。

　

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
ご
み
出
し
の
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
近
年
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
回
収
を
行
わ
な
い
ご
み
や

多
量
の
ご
み
が
出
さ
れ
る
こ
と

で
、
周
囲
の
方
が
迷
惑
す
る
事
案

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
地
域
み

ん
な
の
も
の
で
す
。
ル
ー
ル
を
守

り
、
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

主
な
も
の
と
回
収
先

① 

酒
び
ん
・
ビ
ー
ル
び
ん

　

 

販
売
店
な
ど

② 

布
団

　

 

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

③ 

絨
毯
、
厚
手
の
衣
類

40
㎝
以
下
に
裁
断
し
た
場
合
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
裁
断
で
き

な
い
場
合
は
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

④ 

エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る

処
理

⑤ 

④
以
外
の
家
電
や
家
具

ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン

※ 

「
ご
み
の
分
類
と
早
見
表
」
を

お
読
み
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

　

田
畑
の
準
備
が
始
ま
る
こ
れ
か

ら
の
時
期
、
火
入
れ
の
拡
大
に
よ

る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

• 

「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
届
・

ま
た
は
火
災
を
発
生
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為
」
を
消
防
署
へ

届
け
出
る

• 

水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
な
ど
、
消

火
で
き
る
も
の
を
用
意
す
る

• 

火
入
れ
を
し
て
い
る
間
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
場
合

は
、
確
実
に
消
火
す
る

• 

「
風
が
強
い
」「
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
」
場
合
は
火
入
れ
を
中

止
す
る

• 

「
火
災
気
象
通
報
」
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
火
入
れ
を
止
め
る

問　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
を

ご
み
出
し
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

守
り
ま
し
ょ
う

火
入
れ
時
の
注
意
事
項

火
入
れ
時
の
注
意
事
項

冬眠明けの
クマにご注意！
　目撃、痕跡を発見した場合
は下記までご連絡ください。
問　勝山警察署
　　☎88 ｰ 0110
　　林業振興課（市役所1階）
　　☎88 ｰ 8121

食品用ラップで絆創膏
① 傷を完全に覆う大きさに
ラップを切り、傷に貼る
② ラップが傷に密着するよ
うテープや包帯でとめる
③ １日１回から２回ほど、
傷を水道水で良く洗い、
ラップを交換する


